
126 　2016年6月号

　本連載では，第5回〜第8回で，7MHz帯アマチュ
ア無線SSB（Single Side Band）を主な対象にしたソフ
トウェア受信機を試してきました．実際に受信してみ
ると，想像していたよりも弱い信号でも受信すること
が可能です．
　これまでの記事では，レベル不足対策に，30dB程
度のアンプを使っていました．きちんとしたアンテナ
を使えば，実は，アンプを挿入しなくても受信できま
す．
　アンテナからバンドパス・フィルタ（BPF）を通し
てA-Dコンバータ（ADC）に入力することで，あとは
ソフトウェアだけで受信機を構成することができてし
まうのです．たかだか12ビットのADCで，微弱な
RF信号を取り込むことができてしまうのです．少し
不思議に感じてしまうのですが，ADCと信号処理の
性質からこのようなことが可能です．今回はこれを説
明します．

今回実験で確認すること

● フルスケール0.5V/12ビットの1LSB＝
122μV

　LPC4370のADCは12ビットの分解能で，フルス
ケールは0.5Vです．0.5Vを212すなわち4096階調に分
割するわけです．電圧をA-D変換した数値の1LSB

（Least Significant Bit）当たりの電圧幅は，ざっくり
0.5V/4096 = 122μVとなります．少なくとも122μV
の変化がなければ，ADCで変換された数値は変化し
ないはずです．普通に考えるとADCでは1LSB未満
の電圧変化を取り扱うことは不可能なように思えま
す．

● アンテナ入力レベル－100dBmのとき
VP-P＝6.3μV

　一方，アンテナからの入力信号について考えてみま
す．一般にアンテナに入力される信号はごく微小で

図1　今回の微小信号解析用7MHz帯アマチュア無線ソフトウェアSSB受信機の構成
それぞれの処理段階のデータを観察するために，（a）〜（e）の箇所でデータを取り込む

A-D
コン
バータ

I2S

コ
ー
デ
ッ
クCIC

フィルタ

CIC
フィルタ

1/150

FIR
フィルタ

FIR
フィルタ

1/10

IIR
フィルタ

IIR
フィルタAMP

30dB

BPF

7～7.5
MHz

粗調NCO
（4kHzステップ）

12MHz

×

×

sincos

×

×

sincos

微調NCO
（約1Hzステップ）

±1.3kHz

Q

I×

×Q

I

fS＝12MHz

fC＝3kHz
LPF

fC＝1.3kHz
LPF

fS＝80kHz fS＝8kHz

AGC
ゲイン レベル

I2＋Q2

×

×

sincos

LPC4370（NXPセミコンダクターズ）
LPC-Link2

チューニング周波数を
±1.3kHzずらす

（a） （b） （e）（c） （d）
アンテナに
つなぐ回路

基礎実験用回路

信号
発生器
（SG）

入力
回路

（a）～（e）の値をバッファに貯めておき，デバッガで取り出して解析する
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なんて不思議 !? 1LSBより微弱な信号を受信して音が聞ける理由第9回

第1回　AMラジオを作る（2015年10月号）
第2回　AMラジオで行う信号処理（2015年11月号）
第3回　短波ラジオを受信する（2015年12月号）
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